
月/日 場 所 行事ほか 参加者ほか

4月 12日 若宮G.C 福岡北九州合同ゴルフ会  2C名

5月 25日   西鉄GH
ll100～ 15:00

福岡支部総会 境見織剤緒
9月 7日    スミックスクラブ 北九娼支部総会会費5ρ00円
13:30～ 19:00 ESTA       このみ3,000円

貸]2琴〕15兄ぁ錦見
瞥 潜岡型弱卜関D

・会員73名
(21～ 51回 )

:籍需1既蜂
・計87名

10月 5日 天 草 イルカウォッチングパス旅行 17名

11月 1日 福岡国際C.C 福岡北九州合同ゴルフ会

当会はS48年 に初代支部長勝田安男氏 (故人)

ならび元顧間矢頭真澄氏 (故 人)・ 乙畔千尋氏

(故人)等が中心となり、箭山会福岡支部 (総会は

年1回開催)と は別に支部会員(60歳以上の方)

が年間に2～3回集まり、会員同志の親睦を図る

目的で会を発足した。

●会のあゆみ

平成5年 7月 8日 、福岡市中央区大名の稚加栄で

行った懇親会で、会の名称を「むそじ知 から則1代釦

に変更し、会長に丸谷英信氏が就任した。

●現在の会の役員
。会 長 丸谷 英信 (20回卒)

・幹 事 久恒 喜成 (28回卒)

・幹 事 梶屋 孝太郎 (33会卒)

。事務局 稲尾 公朗 (40回卒)

●最近の活動状況
。平成7年 7月 17日

東芝福岡ビル16階食堂において出席者20名
。平成9年 10月 24日

東芝福岡ビル16階食堂において出席者22名

・平成H年 10月 22日

東芝福岡ビル16階食堂において出席者20名

・平成13年 7月 27日

日立つくしクラブにおいて出席者20名

・平成14年 12月 14日

アークホテル博多2階「那の津」において

出席者21名

毎回盛会で、大変楽しい会でございますので、

新会員の方も多数ご参加して戴きますよう

熱   申し上げます。(連絡は事務局まで)

11月 23日  本テルサンルート 本部総会
1600～    中津汁

代
会

む
そ
げ
会V

紹

介
な
ら
び
会

員
の

真
集
40
回
生

千讀
尾

公

明

福岡6名 参加

12月 14日 アークホテル博多 沖代会
上OB会 )

21名

箭山会

福岡支部総会
3錮生 4Ft屋孝太郎

拝
啓紫

陽
花
の
花
が
咲
き
、
な
ん
と
な
く
梅
雨

を
思
わ
せ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

先
日
は
大
変
お
忙
し
い
中
、
第
三
十
五
回

箭
山
会
福
岡
支
部
総
会
に
ご
出
席
頂
き
誠
に

有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
お
陰
様
で
総
会
も

無
事
終
わ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
フ」
れ
か
ら
も
福
岡
支
部
発

展
の
た
め
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。



公
漠
と
し
た
平
原
に
、
ウ
ス
リ
ー
の
河
ど

こ
ま
で
も
、
遠
く
に
霞
む
ウ
イ
ン
チ

の
、

作
業
は
き
び
し
い
春
の
風
。

冬
の
眠
――
の
覚
め
た
土
、
や
が
て
緑
の
草

花
が
、
す

い
香

り
を
風
に
乗
せ
、
虜
因

の

赴
な
ぐ
さ
め
け
。

絶
望
的
な
抑
留
の
、
雨
に
濡
れ
た
る
労
働

は
、
ダ
モ
イ
（帰
還
）
の
日
々
を
夢
見
て
は
、

カ
ン
ポ
イ
（歩
哨
）
の
声
に
勇

み
立

つ
。

白
樺
小
屋
の

一
体
み
、
マ
ホ
ル
カ
（
煙
草
）

の
味
も
ほ
ろ
に
が
く
、
明
日
の
希
望
に
ノ

ル
マ
追
ふ
、
山
の
彼
方
は
日
本
海
。

殺
風
景
な
寒
村
も
、
作
業
は
終
わ
り
乙
女

（バ
ー
リ
シ
ナ
ヤ
）等
の
、
コ
ー
ラ
ス
の
歌
声

し
み
し
み
と
、
主亦
い
夕
日
に
消
え
て
行
く
。

共
に
働
く
職
場
に
て
、
ゼ
ス
チ
ャ
ー
交
え
る

兵
逹

の
、
物
は
言
は
ね
ど
笑
顔
あ
り
、
誰

か
故
郷
を
思
は
ざ
る
。

異
国
の
丘
に
傷

つ
い
た
、
、に
に
立
い
旅
の
涯
、

ア
ム
ー
ル
（黒
龍
江
）
河
畔
に
咲
く
花
は
、
平

一」「一一沈
|■ :

れ

る
旱
春

は

リ
ー
の
、
河
畔
あ

風
に
吹
か
れ
て
夢
誘

，
一

埠
頭
区
（プ
リ
ス
タ
ン
Ｘ

‐
異

め
行
く
、
キ
タ
イ
ス
カ
ヤ
の

ア
語
文
字
は
誘
惑
す
。　
　
一

ロ
シ
ア
喫
茶
で
飲
む
コ
ー
ビ
Ｆ

．ウ‐‐‐裁

レ
ス
の
金
髪
と
、
話
す
会
話
も
弾
み
が
ち

若

い
兵
士
は
今
青
春
。

駅
前
坂

の
電
車
道
、
上
――
つ
め
れ
ば
サ
ポ

ー
ル
の
、
樹
々
の
緑
は
美
し
く
、
赤

い
ト
ン

ガ
リ
屋
根
は
映
ゆ
．

郵
政
街
の
四
つ
角
に
、
学
校
ら
し
き
兵
合

あ
り
、
校
門
前

に
立

つ
歩
哨
、
白
系
露
人

の
髭
紳
士
、
奇
炒
な
学
校
が
我
が
兵
合
、

露
語
専
修

の
三
四
五
、
朝
の
点
呼
に
露
語

が
と
ぶ
。

流
星
落
ち
て
涙
あ
り
、
終
戦
詔
勅
の
動
揺
に
、

悲
劇

の
庭
は
静
ま
――
ぬ
、
我
が
営
庭
に
進

駐
す
る
「
ソ
連
兵
士
の
奢

―サ
顔
、
勝
ち
誇

り
た
る
老
兵
の
一月
に
威
嚇
の
マ
ン
ド
リ
ン

（自
動
小
銃
）
。

悲
憤

こ
う
が

い
気
力

つ
き
、
明
日
の
運
命

（
サ
ダ
メ
）
を
誰
が
知
ろ
う
、
強
制
労
働
シ

ベ
リ
ヤ
流
転
、
耐
え
て
帰
還
（ダ
モ
イ
）
の

日
本
海
。

20回生 渡邊一敏

「
シ

ベ

リ

ア

「
八

ル

ピ

ン

28回生

久恒喜成

H14.111
福岡国際CC
中山コース

H14.2.12

若宮GC

き
、 ←

||

整氏

ベ
ス
ト
フ
レ
ン
ズ
第
２
号
発
刊
お
め

で
と
う
。
△
「
年

の
正
月
は
久
し
ぶ
り
の

寒
波

の
た
め
、
雪
見
酒
と
親
し
ん
だ
方

も
多

い
か
と
思
い
ま
す
。
皆
様
は
如
何

で
し
た
か
、
お
元
気
で
お
過
ご
し
の
こ

と
と
存
じ
ま
す
。

２
０
０
３
年
、
早
く
も
３
月
桜

の
花

も
ち
ら
ほ
ら
と
、
あ
ち

こ
ち
で
色
づ

い

て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
ゴ
ル

フ
場

の
芝
生
も
も
う
す
ぐ
緑
の
ジ

ュ
ー
タ
ン

と
な
り
、
球
春
を
楽
し
め
る
季
節
を
迎
え

ま
す
。

平
成
１４
年
度
ゴ
ル
フ
会
は
４
月
１２
日
、

一
泊
ゴ
ル
フ
会
を
近
郊
の
若
宮
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
と
若
宮
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
で
行
い

ま
し
た
。
参
加
者
２。
名
で
、
ゴ
ル
フ
ボ
ー

ル
に
も
て
遊
ば
れ
乍
ら
の
楽
し
い

一
時

の
あ
と
は
脇
田
の
湯
に
ひ
た
り
、
疲
れ
を

癒
し
ま
し
た
。
懇
親
会
に
入
り
、
一
献
を

傾
け
、
旧
交
を
暖
め
て

一
夜
を
盛
会
裡
に

過
ご
し
ま
し
た
。

秋
の
ゴ
ル
フ
会
は
１１
月
１
日
福
岡
国

際
Ｃ

・Ｃ
に
お
い
て
２‐
名
の
参
加
を
得

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
平
成
１５
年
春
の

一
泊
ゴ
ル
フ

会
は
４
月
１８
日
八
女
上
陽
Ｃ
・Ｃ
で
行
い

ま
す
。

前
回
の
ベ
ス
ト
フ
レ
ン
ズ
に
も
お
願

い
し
ま
し
た
が
、
福
岡
地
区
の
参
加
者

が
少
な
く
（
５
～
６
名
で
す
と
疋
非
多
数

の
参
加
を
お
願

い
致
し
ま
す
。
皆
様

の

ご
健
勝
を
祈
念
し
て
、
ま
た
会
う
の
を
楽

し
み
に
。

箭
山
会
福
岡
支
部
の
発
展
を
―

競技方法 :18HSダブルペ リア方式
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寒
椿

郵便番号

810-0029

総会 同級会
|(副 )熊埜御堂康輝 1810-0002

|(昌1)市 丸幸子

住 所 電話番号

福岡市中央区平尾浄水町 13番地 092-531-2024

福岡市西 区姪の浜 3-38-10-805 092-881-76071

813-0016 福岡市東区香椎浜 2-5-1-912 092-671-2775:

092-566-4713

1旅行会 登山 停卜句 |

渡辺隆 811-1346 福岡市南区老司3-48-6 092-566¨ 47131

ウォーキング  (副 )市丸幸子 813-0016 福岡市東区香椎浜2-5-1-912 092-671-2775]

久恒喜成 814-0001 福岡市早 良区百道 浜4-10-5

ゴルフ会
(副 )梶屋孝太郎 813-0043 福岡市東区名島4-68-3

(冨1)賞旨宣藝

`卸

饉:I表輝 1810-0002 福 岡市西 区姪の浜 3-38-10-805 1092-881-76071

稲 尾 公 明

梶 屋 孝 太郎 813-0043 1福 岡市東区名島4-68-3

|(事務局)渡辺隆 811-1346 福岡市南 区老司 3-48-6

092-831-29891

092-662-0786i

819-0021 福 岡市西 区大 町団地 15-306 092-882-3655

092-831-2989

lT関係 (副 )花 田義富 811-01441福 岡市城南区梅林 3-14-8 092-871-35881

|(副 )相 部喜久代 818-0131 1太宰府市水城5-3-30 092… 923-0311 :
I―

―

一

‐

J

1 情報
熊埜御堂康輝 810-0002 福岡市西区姪の

'兵

3-38-10-805 ‐092-881-76071
誌の発行

(事務局)渡辺隆 811-1346 福 岡市南 区老司 3-48-6 1092-566-4713



‐力Jレパック5
(浄水ミネラノレ ッヾク)
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1幕導摯響臓繰峯彗彙中年■■■.‐

‐
ポイシト:袋のまま良く混ぜるだけ ′ ‐

O浄水:塩素等の化学物質の除去6

②活水iCa・ Mg等のミネラルを溶出し、アルカリイオン水
を作ります。

③制水 :クラスターの細分化.雑菌等を夕I菌しますて、

1箱 (20パ ック入/1g× 10袋)皿 4,800円 (消費税別)

[分
1永

量雛辮 歯繁謝 7野認雛 驚奪,

皆さんお元気でお過ごしのことと思います。日頃は健康

予防に留意されていることと思います。最近、健康の基本

は水です。良質なミネラル水の必要性が呼ばれています。

浜松医科大の高田明和教授は言う。水を多く飲む効用は

C第一は生命の維持 ②腎臓や尿路の結石予防 ③血流

サラサラにする ④体の中の浄化作用です。体の中を循

環する水は栄養素や老廃物を運ぶだけでなく、発ガン物

質やダイオキシンなどの有書物質を体外に排せつする働

きがあります。

私は一日に1.5～ 202飲んでいます。糖尿病、便秘症、水虫

の改善が出来ています。箭山会の福岡支部の役員の方に

使って頂き効用性も良いと言われ、箭山会全会員の皆様

にお知らせし、健康の輪を広めたく、特別価格でお誘い致

す次第です。是非―報を頂きお確かめ下されば幸せです。

世界請6寺 _卜 ,1‐プデ薄夕ヽ
カルデール5CAC

チ     }■   |

鍾鷹よ
―
li輩}11)●

お
問
い
合
わ
せ

お
注
文
は
こ
ち
ら

へ
↓

♂ L
(千党男嗜)

宅急イ更オ斗無 オ斗
振込 率斗無 オ斗

ド
群 製勇:11轟轟

:難:轟藁:菫:ヨ:窯ず|

〈サン
=お

ルンクムの機摯ミネ■ル内書歳分ゝ

環境と健康を考える 蒲肇 潤鼈
代表者 41回生 瀧上 憲司
事務所/福岡県筑紫野市二 日市北 6‐ 10‐26
TEL・ FAX 092-925-0070

編 集 後

今回はテーマの設定を、■て頂き、その

上誠に無理なお願
Ч

ゴ.蝉 申
ぃ熱 μi専せん。にもかかわ靡 鞠   純

有難うございまし
11讐聾襲ζ摯攀義鉾ど畿

記 次 回 か ら 各 位 様 へ お 願 い !

争企業広告も掲載致 します。是非ご一報を !

t摯会員会費、年会費2,000円。5月 総会までに

お願い致 します。

(別途ご請求いたします。 )

争パソコン、携帯電話、お持ちの方、

Eメ ールア ドレスを連絡願います。

■ベストフレンズヘ、何でも寄稿をドシドシ

お寄せ下さい。
くださtヽ ます争

'|お

願`｀`導まし|ま す。
,そ の他、ご希望、ご意見を !事務局まで。



今
小
学
生
を
中
心
に
中
学
生
や
幼
児
ま
で

が
夢
中
に
な
っ
て
い
る
「ヒ
カ
ル
の
碁
」
。

少
年
少
女
の
心
を

つ
か
み
、
何
故
プ
ー
ム
と

な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

囲
碁
と
は
何
か
、
ど
ん
な
も
の
か
を
知
ら

な
い
子
供
達
で
も
「ヒ
カ
ル
の
碁
」
は
知
っ
て

い
る
。
週
間
少
年
ジ
ャ
ン
プ
に
コ
ミ
ッ
ク
と
し

て
登
場
し
連
載
さ
れ
た
マ
ン
ガ
だ
。
マ
ン
ガ
本

と
し
て
今
は
２０
巻
ま
で
発
行
さ
れ
て
い
る
。
テ

レ
ビ
ア
ニ
メ
と
し
て
毎
週
放
映
さ
れ
て
い
る
。

小
学
６
年
生
の
進
藤
ヒ
カ
ル
が
お
祖
父
さ

ん
の
家

の
蔵

の
中
で
古
い
碁
盤
を
見

つ
け
、

そ
の
碁
盤
に
手
が
触
れ
た
瞬
間
、
平
安
時
代
の

碁
打
ち
の
佐
為
の
霊
が
ヒ
カ
ル
に
乗
り
移

っ

た
。
そ
れ
以
後
ヒ
カ
ル
は
佐
為
と
共
に
囲
碁
を

打
ち
始
め
、
め
き
め
き
上
達
し
、
中
学
生
で
院

生
と
な
リ
プ
ロ
棋
士
と
な
っ
て
囲
碁
最
高
位

を
目
指
す
。

「神
の

一
手
を
極
め
る
」
と
い
う
こ
と
を
目
標

に

つ
き
進
ん
で
い
く
少
年

の
物
語
り
で
す
。

最
大
の
ラ
イ
パ
ル
塔
谷
ア
キ
ラ
と
の
出
合
い
、

同
年
代
の
棋
士
達
と
競
い
合
う
姿
、
試
合
を

通
じ
て
心
と
心
の
話
合
い
が
で
き
る
こ
と
、

ヒ
カ
ル
と
誰
よ
り
も
心
の
通
い
あ
っ
た
佐
為

と
の
悲
し
い
別
れ
、
悲
し
み
を
乗
り
こ
え
て

成
長
し
て
い
く
ヒ
カ
ル
の
姿
に
少
年
少
女
達

は
憧
れ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
自
分
も

囲
碁
を
始
め
た
い
、
ヒ
カ
ル
や
ア
キ
ラ
の
よ

う
に
強
く
な
り
た
い
と
感
じ
る
の
だ
ろ
う
。

彼
ら
こ
そ
が
囲
碁
ブ
ー
ム
を
作
り
出
し
た
の

だ
と
思
う
。
囲
碁
は
子
供
達

の
心
の
成
長
を

手
助
け
す
る
力
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

「
ヒ

ル
の
碁

」

中盤戦の政防を問題
(手筋問題)

[黒番]右辺で白が白Q9と
キリチガエてきました。
黒はどう打ちますか?

ιこ
●
１
、
子
供
達
は
誰
に
で
も
挨
拶
を
交
わ
し
、
礼

儀
正
し
く
な
る
。

部
屋
に
入
る
時
は
ァ
」
ん
に
ち
わ
」
、
対
局
を
始

め
る
前
に
「お
願
い
し
ま
す
」
、
終
わ
る
時
に
は

「あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
お
互
い
に

大
き
な
声
で
挨
拶
す
る
。

●
２
、
創
造
力
が
養
わ
れ
る

囲
碁

の
ル
ー
ル
は
簡
単
、
空
間
で
あ
れ
ば
ど

こ
に
石
を
打

っ
て
も
良
い
。
自
分
の
好
き
な

所
に
打
て
る
。
「～
～
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

が
無
い
。

●
３
、
自
分
の
し
た
事
に
責
任
を
持

つ
よ
う
に

な
る
。

自
分
で
考
え
、
自
分
で
打

っ
た
石
に
は
他
人

か
ら
何
も
言
わ
れ
な
い
。
打

つ
石
に
は
自
分

の
責
任
が
あ
る
。

●
４
、
着
手
の

一
手

一
手
に
心
が
あ
る

対
局
す
る
こ
と
で
心
と
心
の
話
合
い
が
で
き

る
。
対
局
を
通
じ
て
相
手
を
尊
重
す
る
心
が

生
ま
れ
る
。

●
５
、
友
人
が
多
く
な
る

全
然
知
ら
な
い
人
で
も
対
局
す
る
こ
と
で
友

人
に
な
れ
る
。

囲
碁
を
知
る
こ
と
で
ま
だ
ま
だ
多
く
の
良

い
こ
と
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
か

ら
で
も
遅
く
は
な
い
で
す
よ
。
子
供
達
と

一

緒
に
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
老
後
の
楽
し
み

も
多
く
な
り
ま
す
。

34回生

石田 三男

布石rrn題

[黒番]黒次の一手は ?

見 ヵ
一フ

|ルカさん達があたかも我々 を歓迎し

いくつかのイルカの群れが愛らし<顔を

出しては愛嬌をら、りまいてくれました。

(野生のバンドウイルカは好奇心が強く、

人懐っこいイルカはクルーザーの側ま

で近寄ってきます。)

その後は、新聞・テレビでもお剛1染みの

「向陽寺 (こ うようじ)」 住職によるギター

説法 (法話)を拝聴。

ア リガ タイ コ ト

帰りの行程は、養殖真珠の名産地天

草の「パールセンター」でのショッピン

グを楽しみ、一路…・博多へ…・午後7時

に博多駅に到着。

事故もなく無事全員楽しんだ一日でした。

次回のより多くの皆様の参加をお待ちして

います。

=||1箭
山会福岡支部旅行同好会のメンバー

薇1聾鶉Ъ聾鯰
F[

鉤趙漂室軌ぷ:|:二吾票舗|に庭

漱群貪i強鶉勇
酔 理り→お昼は「宝の島ジバング天草」で

懸モ|の後、天草沖ヘイルカウォッチングの
ンルニジング航海へ、天候も良く、波も

かで絶好のウォッチング日和で した。

瑯晰贄■でF日 帰り旅行」を企画し、平成 14年 10月

ン ,幸を堪能しました。

‐ i―
一

ご11口よ竜
F亀

1.

も '

出迎えているか (イ ルカ?)の ようで、

=|||



『プログラム二十六番井口慶子 さん、

プッチーニ作曲「歌曲ジャンニスキッキ」

より「私のお父さん」』

アナウンスの声がひときわずっしりと

私に響く。五百か ら六百名収容の観客席

末席まで私の声を届けなければ¨……。

練習を重ねた成果を4分余りで表現 しな

ければならない。

数年前友人に誘われてカルチャーセ

ンターの歌曲の講座を聴講 した。日本歌

曲の「初恋」「庭の千草」「カタリカタリ」「わ

が夢のまち」等馴染みの歌や、「ラハゴ」
「愛の喜び」等世界の名曲を垣問聴 くこ

とができた。『持 っている自分の声を生

かして無理なく歌える』このキャッチフ

レーズに「歌ってみたい !」 という衝動

にか られました。多く勉強しているのは

古典のイタリア歌曲で、最初はメロディ

ーをたどりなが らローマ字を内容が理

解できぬまま歌います

が、練習を重ねていく内

に歌が理解でき、背景を

想像しなが ら練習を積

みます。古典歌曲にあっ

ては、あくまでも清潔に

素朴に旋律を浮かび上

が らせる訓練を要求さ

れます。      ま

39回生

一■

一・一Ｌ
一■

量|―

´
丼口慶子

発表会の後評に一喜一

憂しなが らも、今年はど

んな曲にしよ うか と心

弾ませてお ります。

とで も手強い唱法で

すが、生涯の課題として

楽 しみたいと思ってお

ます。

‐‐二
覆

機つ斌乍難鶴ゞ∫

天神のカラオケに大挙レて乗

り込む唄に踊りに手拍子に20回

生の渡邊先輩、33回生の長崎先

輩をはじめ、シャンソン好きの

37回 生吉井支部長、38回生の市

丸さん、なんでも演歌の41回 生

瀧上さん、三味線の38回 生谷川

さん、ハスキーボイス裕次郎の

女性ばん41回 生江副さん、とに

かくナツメロから浜崎、宇多田

までなんでもチャレンジ !

延長5時間歌い放題 |

ああストレス発散 !

大 した若さです。皆様の参加是

非お待ちしています。

驚・慶鵜

鷲 露鸞



平
成
Ｈ
年
３
月
２。
日
の
誕
生
日
で
満
７３

歳
な
り
ま
し
た
。
父
の
亡
く
な
っ
た
年
齢
で

す
。
前
年
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
考
え
た
末
、
フ」

れ
を
機
に
祖
先
の
供
養
と
、
今
ま
で
元
気
で

来
ら
れ
た
事
の
感
謝
、
御
礼
を
兼
ね
て
四
国

八
十
八
ケ
寺
巡
礼
、
約
１
４
０
０
粁
貧

説

に
よ
れ
ば
１
２
０
０
粁
）
の
単
独
徒
歩
参
詣

を
思
い
立
ち
ま
し
た
。
特
別
な
信
仰
心
を
持

っ
て
い
る
訳
で
も
な
く
、
ま
た
巡
礼
を
念
願

と
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
な
く
、
強
い
て

言
え
ば
総
行
程
約
１
４
０
０
粁
を
単
独
徒

歩
で
遍
路
巡
拝
す
る
こ
と
と
、
そ
の

一
人
旅

の
緊
張
感
に
魅
力
を
感
じ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
何
れ
に
し
て
も
長
期
の
徒
歩
巡
礼

に
な
り
ま
す
し
、
年
齢
体
力
も
考
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
可
成
り
の
準
備
期
間

を
要
し
ま
し
た
が
、
漸
く
条
件
も
揃
い
ま
し

た
の
で
、
取
り
敢
え
ず
４
月
５
日
よ
り
徳
島

鳴
門
市
‐爆

麻
町
の
第

一
番
札
所
竺
和
Ｉ
霊

山
寺
よ

‐
り
‐第
二
十
二
番
札
所
高
知
南
国
市

ヤ、′‐，，
・
．′）」′

八
葉
山
禅
師
峰
寺
ま
で
を
１５
泊
１６
日
か
け

て
巡
礼
し
て
み
て
、
そ
の
経
験
を
土
台
に
し

て
次
の
計
画
を
た
て
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

第

一
次
の
行
程
、
約
４
５
０
粁
単
純
計
算
で

一
日
当
た
り
の
徒
歩
距
離
は
２５
粁
と
な
り

ま
す
。
徳
島
県
内
の
２３
札
所
は
「発
心
の
道

場
」
と
い
わ
れ
高
知
県
の
１６
札
所
は
「修
行

の
道
場
」
と
呼
ば
れ
（今
回
は
３２
番
ま
で
）
、

遂
次
行
程
も
険
し
く
な
り
ま
す
が
、
毎
年
多

く
の
遍
路
さ
ん
が
巡
礼
さ
れ
る
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。
何
し
ろ

始
め
て
の
試
み
で
も

あ
り
、
前
途
険
し
い

山
路
等
い
ろ
い
ろ
苦

労
も
あ
る
と
覚
悟
し

て
い
ま
し
た
が
、
金

剛
杖
を
頼
り
に
「南

無
大
師
遍
照
金
剛
」

を
唱
え
な
が
ヽ

ひ
た

す
ら
に
歩
き
通
し
、

結
果
的
に
は

・第

一
次

４
月
５
日
～
２。
日

１５
泊
１６
日
３３
寺

。第
二
次

５
月
６
日
～
１６
日

１０
泊
Ｈ
日
１６
寺

・第
二
次

９
月
２。
日
～
２８
日

８
泊
９
日
２７
寺

一割

胸

題

輝

了

鸞

疇

実
質
行
程
距
離
約
８
６
０
ｋｍ
一
日
平
均
約
２。

粁
で
す
が
、
私
の
体
力
、気
力
、智
力
、
荷
物
の

９
ｋｇ
強
、
遍
路
道
の
実
状
等
勘
案
す
れ
ば
、

こ
れ
が
私
の
限
界
だ
ろ
う
と
思
う
。
尚
日
々

地
山
水
樹
霊
、
祖
霊
、
佛
性
を
直
覚
す
る
巡

礼
は
敬
天
合
掌
と
な
っ
て
私
に
刻
み
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

ご
・ )● II
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l｀ T軍年たチる」

禅師峰寺不動明像

鴻
総
と
其

‐こ
こ
れ

か
ら

の
人
仕

２‐
回
生

奥
野

次
郎

こ
の
た
び
は
「ベ
ス
ト
フ
レ
ン
ズ
」

の
寄
稿
の
ご
案
内
を
い
た
だ
き
有
難

く
感
謝
致
し
ま
す
。
拡剛
山
会

の
皆
様

に
は
何
時
も
大
変
お
世
話
に
な
り
、

こ
れ
と
云
う
貢
献
も
し
ま
せ
ず
、
相

済
ま
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
日

福
岡
地
区
に
在
住
す
る
こ
と
を
誇
り

に
思
っ
て
い
ま
す
。
学
友
、
同
窓
生
が

如
何
に
大
切
な
も
の
か
と
こ
の
年
に

な
っ
て
つ
く
づ
く
と
考
え
ま
す
。

私
は
何
時
の
間
に
か
８０
才
に
な
り
、

あ
と
２
週
間
も
す
る
と
８．
才
の
年
を

迎
え
ま
す

（平
成
１５
年
２
月
２。
日
現

在
）
。
人
生
は
早
い
も
の
で
す
。
フ」
れ

か
ら
先
の
年
月
は
大
切
な
日
々
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
私
が
皆
様
に
自
信

を
持

っ
て
語
ら
れ
る
の
は
、
ア」
の
高

齢
化
時
代
に
如
何
に
し
て
生
き
て
行

く
か
と
云
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
先

ず
健
康
で
あ
る
と
常
々
自
分
自
身
が

考
え
て
美
事
に
処
し
て
い
く
こ
と
と

思
い
ま
す
。
フ」
れ
は
中
々
難
し
い
こ

と
で
す
が
、
お
互
い
頑
張
ら
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
フ」
の
健
康
を
保
持
す
る

こ
と
が

一
番
大
切
な
こ
と
で
す
。

現
在
私
は
、
趣
味
と
し
て
「書
Ｌ
水

墨
Ｌ
油
絵
」
を
あ
る
時
期
か
ら
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
特
に
油
絵
に
力
を

集
中
し
て
勉
強
し
て
い
ま
す
。
フ」
の

３
年
間
、
月
２
回
の
春
日
市
文
化
セ

ン
タ
ー
の
教
室
に
お
い
て
夜
間
講
習

を
受
け
て
い
ま
す
。
初
め
て
の
こ
と

で
難
し
い
で
す
が
、
ア」
れ
で
も
修
養

と
考
え
通
っ
て
い
ま
す
。

私
の
作
成
し
た
油
絵
の
中
で

一
番

の
大
作
は
１５
号
の
、
画
名
「上
海
蘇
州

川
」
で
す
。

２３
年
前

の
或
る
画
家
が
描

い
た
絵
を
参
考
に
し
て
描
い
て
み
ま

し
た
。
特
に
中
国
大
陸
「上
海
」
は
、
私

が
中
津
商
業
学
校
を
卒
業
し
て
初
め

て
勤
め
た
地
が
こ
の
絵
の
上
海
で
し

た
。
当
時
の
勤
め
先
は
上
海
北
四
川

路
、
株
式
会
社
興
南
公
司
↑
」
う
な
ん

こ
ん
す
）
で
す
。
２
年
余
り
の
勤
労
を

し
て
軍
隊
入
隊
の
た
め
中
津
に
戻
り

ま
し
た
。
入
隊
先
は
西
部
４８
部
隊
久

留
米
の
歩
兵
部
隊
で
３
ヵ
月
の
訓
練

を
終
え
て

一
期

の
検
閲
後
に
、
門
司

港
を
出
港
し
て
ビ
ル
マ
の
戦
場

へ
向

か
い
ま
し
た
。
部
隊
名
は
菊
兵
団
第

十
八
師
団
歩
兵
第
十
四
聯
隊

（ビ
ル

マ
に
駐
屯
）
で
あ
り
、
多
く
の
戦
友
は
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ベ
ス
ト
フ
レ
ン
ズ
編
集
長
よ
り
「生
涯
現

役
」
の
テ
ー
マ
で
寄
稿
依
頼
が
あ
り
、
字
も

下
手
、
表
現
も
下
手
、
文
章
も
下
手
な
自
分

と
し
て
は
お
断
り
す
る
か
ど
う
す
る
か
悩

み
ま
し
た
が
、
今
年
２
０
０
３
年
は
私
に
と

っ
て
人
生
の

一
つ
の
節
目
で
も
あ
る
古
希

（
７。
才
）
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
こ
の
際
我
が
７０
年
の
人
生
を
振
り
帰
っ

て
み
る
の
も
意
義
あ
る
こ
と
で
も
あ
る
と

思
い
「私
の
履
歴
書
」
み
た
い
に
な
る
と
思

ぃ
ま
す
が
７。
年
間
歩
い
て
来
た
道
を
逆
に

歩
い
て
み
る
事
に
し
ま
し
た
。

昭
和
８
年
（１
９
３
３
年
）
大
分
県
下
毛

郡
下
郷
村

（現
在
耶
馬
渓
町
）
の
山
里
で

７
人
兄
弟
（男
５
人
・女
２
人
）
の
三
男
と
し

て
生
ま
れ
、
戦
後
間
も
な
い
昭
和
２‐
年
下
郷

小
学
校
卒
業
。
そ
の
年
の
４
月
中
津
市
立
中

津
商
業
に
入
学
（武
徳
殿
使
用
）
、
昭
和
２７
年

辞

　

、

”を
中
津
束
校
卒
業
ま

で
の
６
年
間
は
戦

後
の
学
制
改
革
に
よ

り
、
昭
和
２３
年

に
は
　

仲

間

と
音
希

を

祝

う
、

県
立
中
津
第

二
高
等

学
校
と
な
り
、

２６
年
４
月

に
県
立
中
津
東
高
等
学
校

と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和

２７
年
（
１
９
５
２
年
）
東
校
卒
業
。

そ
の
年
の
４
月
福
岡
玉
屋
に
入
社
。
以

来
博
多
で
の
生
活
５．
年
に
な
り
ま
す
。

副征”「『鰯』轟臨輸輸』】彎」崚　　皿

』副】ギがり札欽町管膵瀬響郷礼贅埓　　畑

リ
ー
マ
ン
生
活
」
は
５‐
年
を
過
ぎ
、

５２
年
目
　

　

生

に
入
っ
て
い
ま
す
。
福
岡
玉
屋
で
狙
年
間
勤

　

　

徊３

生
涯
現
役
楽
し
い
か
な
人
生

護
国
の
鬼
と
な
り
、
亡
く
な

っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
私
は
運
あ
り
て
無
事

復
員
し
ま
し
た
が
、

私
の
心
の
中
は

今
で
も
ビ
ル
マ
戦
線

を
忘
れ
る
こ
と

は
出
来
ま
せ
ん
。

最
後
に
こ
れ
か
ら

の
人
生
は
油
絵

に
傾
注
し
て
Ю
年
間
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
１
年
間
に
５
枚
完
成
し
て

５。
枚
を
描
き
上
げ
た
い
決
心
で
す
。
皆

様
の
御
支
援
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

と
り
と
め
の
文
面
で
す
が
、
フ」
れ
で

終
わ
り
ま
す
。
い
」
容
赦
下
さ
い
。

務
し
平
成
５
年
定
年
退
職
。

そ
の
後
１
年
間
の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り
ま

す
が
現
在
の
会
社
員
株
）
ヴ
オ
ー
グ
」
勤
務

９
年
目
に
な
り
ま
す
。

こ
の
年
齢
に
な

っ
て
も
楽
し
く
働
け
る
事

に
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

「生
涯
現
役
」
と
し
て
働
く
に
し
て
も
、

・働
く
場
所
父
バ
社
仕
事
）

・働
け
る
身
体
（健
康
）
が
必
要
で
す
。

幸
い
に
も
現
在
の
私
に
は
こ
の
二
つ
の
条

件
が
あ
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
「生
涯
現
役
」
を
目
指
し
、
い

つ
ま
で
も
健
康
で
働
け
る
事
を
願

っ
て
い

ま
す
。

評ィ[全部自分の足で踏

24回生神 ′‖良―


